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1.背 景
東南 アジアに位置す る東 ティモ ール はポル トガル、 日
本、イ ンドネ シアに占領 され1999年に行 った独立を問 う
住民投票後に騒乱が生 じ、国連暫定統治を経て2002年に
独立 した新 しい国である。イ ンフラ整備が不十分であ り、
主要産業が石油とコーヒーに限 られている発展途上国で
あ る。 名古屋市立大 学看護学部 国際保 健サ ークル





2.研 修 の 目的
今回の主な目的は以下の3つ
で あ る 。
1)日本 とは環境 ・医療 ・歴史 ・
経済 ・文化が大きく異なる
東 テ ィモー ル にお い て、 フ ィー








してい る方々か ら、健康 に
関わる仕事の多様性を考え
る 。




2017年8月27日～9月2日 に東 ティモール にお いて、
パーツ大学との交流、マウシガ村の小学校訪問、都市部
と農村部の保健セ ンターの訪問、青年海外協力隊員か ら
の聞 き取 りな どを行 った。以下順 に概説す る。 また、詳



















































首都のデ ィリか ら片道4時 間かけてアイナ ロ県ハ トゥ
ブ リコ郡マ ウシガ村の小学校を訪問 した。山道なので
































































































首都か ら車で約2時 間の アイ レウで は、保健局勤務
の看護師隊員 とコ ミュニティ開発隊員(社 会福祉士出
身)、 デ ィ リで は、県保 健局勤務 の コ ミュニテ ィ開発
隊員(製 薬会社出身)、保健省では栄養士隊員 とコミュ
ニ ティ開発隊員(新 聞社出身)の 計5名 海外青年海外
協力隊員のお話を聞 いた。
アイ レウ県保健 局 で は、SISCaに多 くの人 が来 て
くれ るようにプ ロモ ーシ ョンの仕事 して いた。例えば
FMラ ジオ局 と交 渉 し空 いて い る時 間 はSISCaの宣
伝 を安 価 で 流 す よ うに して も らって い た。 ま た、
SISCaの日程 と場所 が わか るカ レンダーを作 り、 地
区長 に配 っていつ どこで実施 され るのか宣伝 して もら
うよ うに したり、母子手帳 と一緒 に配 った りして いた。
さ らにSISCaを実施 す るた めに地区 を訪 れた際、 音
楽を流 しマイ クで宣伝 して いた。
デ ィ リ県保健局で はコーディネーターと しての仕事
も して いた。 例 え ば、 これ までSISCaを行 っていた
地域 に保健 セ ンターの支所 が設置 されSISCaが必 要
な くな った場合、 スムーズに業務が支所へ移行で きる
ようにサ ポー トす る仕事を して いた。保健省の コ ミュ
ニ ティ開発隊員がデザ イ ンした低栄養予防のための ボ
ス ターは、各県の保健セ ンターに掲示 されて いた。現
在 は、非感染症疾患予防のための ポスターを デザ イ ン
してい るそ うであ る。
看護師、栄養士の資格を持 った隊員 は、看護師、栄
養士 と しての対人サー ビス業務を行 うのでな く、東 ティ
モ ール人 スタ ッフが円滑 に業務を行え るようサ ポー ト
して いた。直接住民 に保健医療を提供す るわ けで はな
いが、 この ようなプ ロモーシ ョン、 コーディネー トと




い。以前は、中学を卒業 した ら結婚 し、農業をするこ
とが多かったという。高校に進学 した くても高校が自























この研修で は、 日本 とは異な る開発段階 にあ る東 ティ
モールにおいて、外国の支援を受 けなが らも東 ティモ ー
ルの人たちが東テ ィモールの実情 にあ った方法で国の仕
組みを作 り上げよ うと してい るところを見 ることがで き
た。
パー ツ大学公衆衛生学部のプ ログラムで は、英語が堪
能な学生を私達 の案内役 にして くれたため、 コ ミュニケー
シ ョンに苦労す ることはなか った。彼 らは積極的私達 に
話 しか けて くれ、 フィール ドワークのプ レゼ ンテーシ ョ















東 ティモ ール にて貴重な経験 ・学 びの機会を提供 して
頂 きま したパ ーツ大学公衆衛生学部の皆様、 マウシガ村
小学校の皆様、保健セ ンター職員の皆様、青年海外協力
隊の皆様、研修期間 ドライバ ーと通訳を して くだ さった
Charles Melukさん に感謝 の意 を表 します。 そ して本
研修 を企画 ・調 整 して下 さ った一般 社団 法人Bridges
in Public Healthの皆様 に も御礼 を申 し上 げます。

